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スーパーシティ特別区域認定に向けた取組み



デジタル化とは「一人ひとりが主役」の時代
をつくることです。

働く場所も働き方も、学び方も暮らし方も、
医療も福祉も「与えられるもの」から「自分で
決められるもの」へと変わります。

大都市圏との距離をなくすデジタル社会では、
延岡市はもう「陸の孤島」ではありません。

市民の皆様は住み慣れた自宅で100年安心して
暮らせる。子供達も、他人に合わせるのではな
く自分らしく生きる。産業ももっと稼げる。

デジタル化によって私たちは、もっと豊かに、
もっと元気に、もっと明るく、もっと安全・
安心に、働き、学び、暮らせるようになります。

その実現に向けて、一緒にスーパーシティづく
りに取り組んでいきましょう。
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もっと豊かに、もっと元気に
もっと明るく、もっと安全・安心に

2021年4月

延岡市はスーパーシティ
国家戦略特別区域の
公募に挑戦いたします。



スーパーシティとは？
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引用元：内閣府国家戦略特区 Webサイト https://www.kantei.go.jp/jp/singi/tiiki/kokusentoc/supercity/openlabo/supercitykaisetsu.html

1. 市民生活の質の向上
日々の生活には、様々な不安や
困りごとなどがたくさんあります。先
端技術の導入により、安全安心で
便利な暮らしを実現します。

2. 産業の強化や雇用の増加で
所得向上
デジタル化の良い点をまち全体に
取り入れることで、延岡の産業は
もっと稼げるようになります。企業や
大学・研究機関の進出による雇
用の増加と市民所得の向上にも
貢献します。

3. 他都市に先駆けた率先実施
他都市に先駆けて課題を克服す
ることで、将来にわたって人や企業
を惹きつける「魅力ある延岡」を築
きます。

内閣府におけるスーパーシティのコンセプト 延岡市にとっての意義

以下の３要素を合わせ持ったものと定義され、「まるごと未来都市」と呼ぶ。

① これまでの自動走行や再生可能エネルギーなど、個別分野限定の実証実験的な取組ではなく、
例えば決済の完全キャッシュレス化、行政手続のワンスオンリー化、遠隔教育や遠隔医療、自動
走行の域内フル活用など、幅広く生活全般をカバーする取組であること

② 一時的な実証実験ではなくて、2030年頃に実現され得る「ありたき未来」の生活の先行実現
に向けて、暮らしと社会に実装する取組であること

③ 供給者や技術者目線ではなくて、住民の目線でより良い暮らしの実現を図るものであること



延岡市の取り組み

延岡市のデジタル化の取組みと2030年の未来像
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世界一たくましい
工業地域づくり

トップアスリートの叡智を
活かし「健康長寿100

歳」を実現
市民の「自地域肯定感」を育む安心・安全なまちづくり バスで暮らせるまちづくり

一人ひとりの個性・能力を大切に
する「ものづくりのまちならではの

学び」の推進

地域愛が動かす
地域経済循環
システムの構築

市史編さんのアーカイブ化

ものづくり現場の生産
性向上を5G等で実
現

中小企業の価値の
「見える化」による事
業・技術承継の推進

健診・生活習慣・健康づ
くり活動等のデータ収集・
分析による予防医療対
策の構築

神話・ものづくり・アスリートのまちのDX が日本を照らす（2030年の延岡市の未来像イメージ）

市民の健康づくり活動を
ポイント化し地域経済を
活性化

市民の健康づくり活動を
「学習ログ」化し次世代
指導等に活用

教育交通防災 医療産業

行政

市民の行動データの収集・分析による避難施設整備等

ドローン等による災害時の孤立集落等の支援策の構築

音声認識やロボット技術を活用し、孤立を防ぐコミュニケーション手
法の構築

健診・生活習慣・健康づくり活動等のデータ収集・分析によるリモー
ト診療基盤づくり

子育て家庭との双方向コミュニケーション機能の整備

各種申請機能を含む情報ネットワーク整備

5G等による見守りシステムの構築

一人ひとりのライフスタイルに合った行政サービスの展開

市民の行動データの収集・
分析による最適なバス交通
網の整備及び「バス＆シェ
アサイクル」ネットワークの構
築

市民の行動データの収集・
分析による過疎地の「貨客
混載型バス交通＆スクール
バス住民混乗」ネットワーク
の構築

多様な体験活動や、自主的
な学習のログ化による個性を大
切に育む「未来の学校」づくり

オープンテレワークスペースによ
る「生きたキャリア教育」の推進

STEM教育や英語学習など楽
しく学べる学習の推進

ボランティア活動のポ
イント化による地域
ポイントシステムの構
築

※ 太青枠は、スーパーシティ
特別区認定に向けた取り組み

スマートファクトリー
化による雇用拡大

事業承継
マッチング支援

被災状況
シミュレーション
と避難支援

ドローンに
よる支援物資
配送

バイタルデータや
健診結果に基づく
健康改善提案

中山間地域等
リモートによる
医師間の連携

行動データに
基づくバス路線・
時刻表

延岡にいても素晴ら
しい授業が受けられ
るオンライン授業

マイカーが無くても、
長時間待たずにバ
スなどを利用可能

健康ポイント、地域ポイントの獲得と利用

バーチャル市役所による各種オンライン申請（マイナンバーによる連携）

ボランティアで
ポイント獲得

地域商店で
ポイント利用

健康づくり活動
でポイント獲得

公共交通で
ポイント利用

ボランティアで
ポイント獲得

学習データや興味ある
ことのデータ化により
個性を伸ばす教育の実現

健康づくりポイントを
含め、マイナンバーと
一体となった地域ポ
イントシステムの構築



教育 • 学校や塾が保有する学習データを本人・保護者と
共有し、一人ひとりに合ったカリキュラムを提供

• 指導要領の弾力的運用、オンライン授業の拡充

• 自分の興味・関心事から将来の進路を探る

防災
• 災害総合シナリオシミュレータの開発

• 市民一人ひとりの状況に合わせた避難支援

• ドローンによる緊急時の支援物資配送

医療 • 健康支援AI（疾病リスク予測・改善勧奨AI）

• パーソナルヘルスレコード（PHR）、郵送健診、生
活パターン変化による見守り

• 動く衛生検査所（検査MaaS）

交通
• ライフスタイル認証技術の活用により、その人にとっ
て使いやすいバスやシェアサービス等交通手段を探
索・提案するMaaS

産業
• ローカル5G等の先端技術を活用したスマートファク
トリー化と雇用促進

行政
• 市内の買い物で使える地域ポイント、健康ポイント
のデジタル化

• バーチャル市役所

延岡市まちづくりの基本目標実現に貢献するスーパーシティの取組

延岡の特色を活か
した交流連携のまち
づくり

未来を切り拓く活力
ある産業づくり

安心安全な暮らしを
支える地域づくり

一人ひとりを大切に
育む人づくり

ぬくもりと躍動感が
感じられる都市環
境づくり

多様な人材が参画
する市民が主役のま
ちづくり

第6次延岡市長期総合計画における基本目標とその取組

• 「東九州のクロスポイント」としての
拠点都市づくり

• 高速道路の整備
• 鉄道・バス等（広域的な移動手
段）の整備

• 交流連携のまちづくり

• 大学を活かしたまちづくり
• アスリートタウンの再構築
• 歴史・文化を学び育むまちづくり
• 移住の促進・関係人口の創出

• 農業の振興
• 林業の振興
• 水産業の振興
• 商業の振興
• 観光産業の振興
• 工業の振興

• 企業立地の推進
• ＩＴ産業の集積促進等
• 人材政策の推進
• 創業支援や新たな産業の創出
等

• 地域コミュニティ
• みんなで決めて、みんなで逃げ
る住民主体の防災

• 消防
• 安心・安全な暮らしづくり
• 子どもを産み育てたいと思えるま
ちづくり

• 高齢福祉・介護
• 障がいと共に暮らせる社会づくり
• 健康長寿と医療
• 生活を支える制度
• 公共交通（日常的な移動手段
の確保）

• 一人ひとりの個性や能力を大切
に育む教育

• 青少年の人間力育成
• 全ての世代向上心を大切にする
生涯学習・社会教育

• 豊かな心あふれる文化都市づくり

• スポーツ・レクリエションのさらなる
推進

• 男女共同参画社会づくり
• すべての市民の人権が尊重され
るまちづくりり

• 環境保全
• 廃棄物対策
• 生活衛生
• 持続可能な土地利用
• 市街地整備
• 道路
• 住宅
• 市民と育む公園緑地

• 自然･歴史･産業が織りなす景
観づくり

• 水道
• 下水道
• 河川・港湾・海岸
• それぞの地域の特色を活かした
中山間地域対策

• 市民が主役のまちづくり
• 「対話の市政」の基盤となる広
報・広聴・情報公開の充実

• 地域の実情に合った「スマートシ

ティ」の構築
• 効果的で効率的な行政経営
• 使命感を持って 市民と向き合う
市役所を目指して

スーパーシティ構想における取組（案）
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ものづくりのまちで先端技術を導入したスマートファクトリーを実現
地元人材の活躍で産業競争力が強化され、市民の所得が向上
長年育まれた技術を次世代が受け継ぎ、「世界一たくましい工業地域」を実現
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スーパーシティで実現するまちの姿

• 若者の市外・県外就職や離職が今なお多い

• 子ども時に地域のものづくり産業に触れる機会が少ない

• 給与水準が低いとの声が多い

• 将来にまで継続して働き続けられるか不安

• 跡継ぎがいない

• 魅力的な働く場の創出、インターンシップ等により新たな人材
が確保できる

• 付加価値と産業競争力を向上させられる

• 雇用の場が継続的に確保できる

• 継続的に事業維持・納得できる事業承継ができる

• ローカル５Ｇ免許制度の
規制緩和

• 企業社員講師による高
校等における遠隔講義
（技術指導等）での単
位取得認定

• ドローン飛行に関する規
制緩和

現状 実現したいまちの姿

スーパーシティでの取組イメージ 規制緩和事項

【利用するデータ】 気象データ、防災データ、作業員バイタルデータ、各種経済・社会データ等

関連

詳細映像を用いた
工場内作業の検証

作業業務の遠隔指導

ドローンを活用した
業務の効率化

事業承継による人材の確保5G等の先端技術活用によるスマートファクトリ―

事業承継の
マッチング支援

企業価値の見える化

地元に魅力的な仕事をつくる 工業都市としての事業の承継 産業

防災

交通

教育

行政

医療

市民まちづくりアンケート（令和2年3～5月）より

新たな人材
の確保

社会見学
体験学習

スマート農業・水産業・林業 「市民所得の向上」

産業（働く）



• 個人情報として保護され
ている家屋に関わる情報
利用

• 個人情報として保護され
ている災害時に配慮・支
援を要する人の情報利用

• ドローン等の飛行に関する
被災時における特例措置

スーパーシティでの取組イメージ 規制緩和事項

【利用するデータ】人口・建物・道路といった社会基盤情報、浸水想定エリア
災害発生時の通知情報、気象情報、避難時要支援者の情報、マイナンバー

関連

災害時の備えに最先端の技術を活用、一人ひとりの行動や暮らしに
合った避難支援を実施し、全ての市民の命が守られるまちに
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• 大規模災害の被害状況が把握できず、どのような避難行動が
必要か判断できない

• 安全な避難所が自宅や職場の近くにない

• 避難には支援が必要であり、自分一人では避難できない

• 被災時に、集落が孤立してしまうことが心配

• 実社会を精緻に反映した仮想空間でシミュレーションを行い、
災害発生時の行動訓練ができる

• 個人や世帯単位で被災状況に即した対応を支援

• 近隣の要支援者の情報が分かり、支援ができる

• 被災地域への支援物資・医療物資をドローン搬送

スーパーシティで実現するまちの姿

現状 実現したいまちの姿

• 市民の行動パターンを踏まえた被災状況のシミュレーション
• 仮想空間上での被災状況シミュレーション 一人ひとりの現在位置や行動

パターンに基づく避難誘導市民の行動パターン分析 災害別の被災予測

データに基づく災害時の精緻な避難予測

積極外出パターン

アクティブシニア層
等が、積極的に外出を
楽しむパターン
近隣自治体や海山へ

自由移動パターン

車を運転する層が買物
他の目的で自由に移動
外出タイミングは変動
家族送迎の移動も多い

通勤/通学パターン

学生が中心
平日日中に外出
訪問目的地は主に
学校･勤務先に固定

在宅中心パターン

単身高齢者等に多い
平日/日中在宅が基本
訪問目的地は限定的
公共交通利用が多い

産業

防災

交通

教育

行政

医療

市民まちづくりアンケート（令和2年3～5月）より

防災（守る）



• 医療・健康におけるパーソ
ナルデータ活用の緩和

• 健康づくり支援における書
面での医師の承諾・指示
の緩和

スーパーシティでの取組イメージ 規制緩和事項

【利用するデータ】 市民のバイタルデータ（身体情報）、健康診断結果、レセプト情報等

関連

健康状態や生活習慣のデータから認知症や骨粗しょう症、脳梗塞
等の対策を導き出し「100歳まで自宅で安心して暮らせるまち」を実現
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• 急速に進む高齢化、コロナ禍における疾病患者の増加等に伴
う医療機能の不足、今後の地域医療への不安

• 加齢や生活習慣の乱れにより進行する疾病、発見の遅れによ
る重症化のリスク

• 地域内の多様な医療機関、介護事業者間における連携強
化の必要性

• 健康サービスが充実することで、将来も健康を保つことができる

• 重症化前にリスクと対策を導き出し、早期に
健康改善を行うことができる

• 健康状態の計測・管理を自動でできる

• お医者さんやケアマネージャーさんが心身の状態を
よく分かった上で対応できる

スーパーシティで実現するまちの姿

現状 実現したいまちの姿

産業

防災

交通

教育

行政

医療

市民まちづくりアンケート（令和2年3～5月）より

市民 健康サービス
事業者

かかりつけ医 クリニック・病院

日常的なバイタルデータ
健康診断データ

進行する疾病リスク発見
（認知症・骨粗しょう症等）

対策アドバイス

発見したリスク
の共有

ケアマネージャー
地域包括
支援センター

発見したリスク
の共有

情報の有効利用
医師の負担軽減

情報の共有

情報の共有

スマホ等で
自動収集す
る健康情報

生活習慣の改
善者には市の
健康ポイント

医療（保つ）



最先端技術を活用することで、マイカーが無くても公共交通で便利に
暮らせるまち
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• 公共交通の便数が少なく、自家用車が無いと移動が大変、
危険であっても免許返納が出来ない

• バスルートが希望地域になくバス停が遠いため、自由な外出が
出来ない、買い物をしても持って帰れない

• 市民のニーズにそぐわない路線やダイヤになっている

• 便利で利用しやすい公共交通が存在し、市民利用が拡大す
ることで更に公共交通が充実する

• バス「+α」の二次交通が存在し、自由な移動・流通ができる

• 買い物や通院、趣味などの活動が制約なく行える

• 生活パターン・行動パターンに合う路線設定がされる

スーパーシティで実現するまちの姿

現状 実現したいまちの姿

• 道路運送車両法、道路
交通法

• 航空法（小型無人航空
機の飛行に関する各種規
制）

• 電波法（実用化試験局
申請の簡略化等）

• 保険制度（自動車損害
賠償責任保険等）

スーパーシティでの取組イメージ 規制緩和事項

【利用するデータ】 市民の移動履歴、運転データ、公共交通利用者等

関連

市民の行動情報
（移動履歴等）

行動パターン

公共交通網の全体最適/誰もが利用しやすい交通

• 市民の行動パターンに合わせた路線・時刻表を構築
• 小型モビリティやシェアサイクル、ドローン物流等による公共交
通網の補完

バス・公共交通 グリーンスローモビリティー シェアサイクル

積極外出パターン

アクティブシニア層
等が、積極的に外出を
楽しむパターン
近隣自治体や海山へ

自由移動パターン

車を運転する層が買物
他の目的で自由に移動
外出タイミングは変動
家族送迎の移動も多い

通勤/通学パターン

学生が中心
平日日中に外出
訪問目的地は主に
学校･勤務先に固定

在宅中心パターン

単身高齢者等に多い
平日/日中在宅が基本
訪問目的地は限定的
公共交通利用が多い

産業

防災

交通

教育

行政

医療

市民まちづくりアンケート（令和2年3～5月）より

交通（動く）



児童生徒、一人ひとりの個性や興味関心を大切にする学びを実現
「人間力」の豊かな市民を育むまちに
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• 全国学力調査の結果が依然として厳しい状況

• 将来の夢が具体的に描けない

• 通学に遠く、公共交通が不便

• 成人にとっての新たな学びの場が少ない

• 高齢者等が利用できるコミュニティ・交流の場が少ない

• デジタル技術を活用し、延岡市全体の教育機能が向上し、
延岡市で生まれ育った子ども達の学力を向上

• 離島に住む人や何らかの理由により学校に通えない
人にも平等に高度な教育が受けられる仕組み

• 生涯にわたり、自身の強みに基づいた能力向上

スーパーシティで実現するまちの姿

現状 実現したいまちの姿

• 学校や塾が保有する学習
や興味関心に関するデー
タを本人・家庭と共有し、
教育機関やキャリア教育
指導者が参照して活用す
る仕組み

• 学年の壁を越えた学習の
ための指導要領の弾力的
運用

• オンライン授業の時間数
認定の緩和

• 授業目的公衆送信に関
する規制の緩和【利用するデータ】学習履歴・理解度（学校/塾）、課外活動成果等

スーパーシティでの取組イメージ 規制緩和事項関連

学校 クラブ活動
趣味・関心

塾・予備校

生徒 家庭・保護者
AI

興味
関心

学習
データ

学習
データ

一人ひとりに最適化したカリキュラム提供 外遊びや人間関係づくりの達人を育む

生徒本人・保護者が、個人情報と紐づかない形に
してフィードバックする「未来の学校」

産業

防災

交通

教育

行政

医療

ギガスクール
構想

市民まちづくりアンケート（令和2年3～5月）より

教育（学ぶ）

プレーパーク

アウトドア体験
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• 転入転出、結婚・出産、各種名義変更など、市役所等の窓
口来庁が必須な手続きが多く不便、コロナ感染も心配

• 記名・押印を要する手続きは個別に分断されており、同じ内
容を各所で何度も手書き記載する必要がある

• 必要な手続きを漏らしてしまう、忘れてしまう

• マイナンバーで個人情報が集中管理でき、必要な手続きはオ
ンラインで完結できる

• 必要箇所では情報が共有され、関連する手続きは
連動して一度に実施できる（ワンストップ・ワンスオンリー）

• 個々人の状況を鑑み、申請漏れ等が通知される

スーパーシティで実現するまちの姿

現状 実現したいまちの姿

• 各種手続き申請における
押印の要件緩和

• マイナンバーと連動させた
地域通貨の発行・利用

• 地域通貨（ポイント制）
の活用促進に係る規制の
緩和（資金供託等）

【利用するデータ】住民基本台帳、固定資産税、地図、マイナンバー、書類発行履歴情報等

産業

防災

交通

教育

行政

医療

先端技術と規制緩和で、役所の都合に合わせず、
自分のライフスタイルどおりに様々な手続きが出来るまち

バーチャル市役所

コロナ禍での窓口来庁
種類別に連携しない手続き
手書きの各種申請書類
必要手続きの漏れ

市役所

自宅から可能な申請手続き
手続き間の連携・情報共有
マイナンバーとの連携

• 迅速な罹災証明発行
• 生活再建の手続簡素化

大規模
災害時

• 電子認証による脱印鑑
• 情報共有・連携により
必要な手続き等は一括
で実施可能

手続き
簡素化

• マイナンバーでの個人
情報一括管理

• 市民個別の状況に合わ
せた必要手続きの案内

手続の
個別化

スーパーシティでの取組イメージ 規制緩和事項関連

行政（暮らす）



データをつなぐことでまちの機能を高度化する延岡市

ものづくりのまちで先端技術を導入し、
産業の競争力や市民所得を向上さ
せ、技術を次世代が受け継ぐことによ
り「世界一たくましい工業地域」を実
現、安心して働き続けられるまち

産業（働く）

災害時に対する備えに新技術を活用
し、一人ひとりの生活様式や行動パ
ターン・暮らしの状況にあった避難支
援により、全ての市民の命を守るまち

防災（守る）

早めに疾病を予防し、100歳まで自
宅で安心して暮らせるまち

医療（保つ）

病院
海

学校

工場

道
空

商店街

山林

住宅

データ連携基盤

決済
データ

行動履歴
（匿名化）

医療
データ

交通
データ

地理空間
データ

行政
データ

教育
データ

サプライ
チェーン
データ

気象・災害
データ

個人情報
（同意されたもの）

カメラ・
センサー
データ

スーパーシティで実現するまちの姿

最先端技術を活用して、公共交通
の利便性を高め、誰もが自由に移動
できるまち

交通（動く）

学校、塾などの学習や興味関心に
関するデータを本人・家庭と共有し、
児童生徒一人ひとりの個性や興味
関心を大切にし「人間力」を育むまち

教育（学ぶ）

先端技術とともに規制緩和を行い、
役所の都合に合わせるのではなく、
自分の都合で実施出来る、便利な
まち

行政（暮らす）



よくある質問

なぜ、わざわざスーパーシティに応募しなけれ
ばならないのか

デジタル化をいろいろな分野に取り入れ、心身の健康づくりや子供の学
び、交通ネットワーク構築などに活用し、また、地元企業の生産性の向
上や企業誘致を進めることで、私たちがもっと豊かに、もっと元気に、
もっと楽しく暮らせるまちにすることが出来ます。

新しい技術を使いこなせない高齢者は置い
て行かれるのではないか

様々な技術の導入にあたっては、誰もが分かりやすい形としていきます。
説明会や相談窓口も開設して、誰一人とり残さないための対策をとっ
ていきます。また、新しい技術を広く活用することで、個別対応が必要
な住民に対してもさらなるケアを図れるようにします。

今回の説明内容は決定しているものなのか
スーパーシティへの着手は、いつ、誰がどう
やって判断するのか

本日のご説明は、国の公募に申請する、というご説明です。
国で採択を受けた後に、市民の皆さまのご意見をしっかりお聞きしなが
ら、協力を申し出てくれた企業・研究機関（現在107）と連携して、
今後詳細な計画をつくります。

余計なコストがかかる無駄遣いになるのでは
ないか

各種プロジェクトには、国の財政支援等を最大限活用していきます。
市民の皆さまのお困りごとや課題を解決し、暮らしをより良くする事業を
実施します。
その場合も、費用対効果を十分考えて実施します。

個人情報が勝手に使われたり、漏洩したり
する懸念はないのか

市民の個人情報を勝手に使うことはありません。実証の目的に賛同頂
いた方から、ご提供頂いたデータを利用します。
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延岡市スーパーシティに向けたロードマップ（案）

令和3年4月住民説明

内閣府への応募

専門調査会・区域指定

基本構想の策定

規制の特例措置の求め

住民の意向の把握

住民の意向の反映

住民投票

基本構想の提出

スーパーシティに関する
設計

（現在）

運用

時代の流れに沿いつつ、市民の声を
反映させながら都市をバージョンアップ
します。

データに基づき、PDCAサイクルを
回しながら、改善を行いつつ、市民に
便利な暮らしを提供します。

構築

市民目線での費用対効果をもとに、
優先順位を付け、スーパーシティ構想で
検討した機能を実装していきます。

データ連携基盤はセキュリティの担保を
行いながら、住民のデータを確実に守る
仕組みを構築します。

2025年～2023年～2025年

延岡市に必要となる機能等の検討・設計

国のスーパーシティ型国家戦略特区の指定に関する公募に応募し、
区域に指定されることを目指します。

区域指定された場合は、住民投票等により、市民と意見交換しな
がら、未来の延岡市について考え、スーパーシティ構想を策定します。

2021年～2022年

令和3年4月

令和3年5～6月

令和3年夏秋

令和4年春

令和4年春～

令和3年秋冬

令和3年冬

令和3年冬

令和3年冬

延岡市の住民に対して、区域指定応募前に、市民の意向を把握する。

内閣府 スーパーシティ型国家戦略特別区域の指定に関する公募に応募する。

内閣府の専門調査会の原案検討を経て、政令閣議決定により指定

国の支援を受け、区域会議が中心になり、延岡市におけるスーパーシティの基本構想を策定

延岡市の先端的区域データ活用事業活動に対して、新たな特例措置の求めを実施

スーパーシティ構想に係る設計を開始（関係府省庁の事業費を集中投資）

協議会、議会の議決等により、住民の意向を把握

スーパーシティ構想に住民の意向を反映させる。

内閣総理大⾂への提出前に、住民等の意向の確認のために、住民投票などを実施

延岡市のスーパーシティ構想を内閣総理大⾂に提出
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検討体制・協力事業者

運営委員会 総会

■リードアーキテクト（総括）
延岡市 市長 読谷山 洋司
■キーアーキテクト（全体統括）
東京大学大学院情報理工学系研究科 研究科長・教授 須田 礼仁
■アーキテクト
東京大学大学院情報学環 特任教授 片田 敏孝
東京学芸大学 教育インキュベーションセンター 教授 金子 嘉宏
宮崎大学 副学長 明石 良
国立循環器病研究センター 予防医学・疫学情報部 部長 西村 邦宏
慶應義塾大学大学院 システムデザイン・マネジメント研究科 教授 山形 与志樹
株式会社リクルート フェロー 大久保 幸夫
SBI生命保険株式会社 代表取締役社長 小野 尚
隂山ラボ 代表 陰山 英男
旭化成株式会社 常務執行役員 エグゼクティブフェロー 久世 和資
旭化成陸上競技部 顧問 宗 茂

■地域団体組織
• 延岡商工会議所
• 学校法人順正学園九州保健福祉大学
• 社会福祉法人延岡市社会福祉協議会
• 延岡市区長連絡協議会
• 延岡市民生委員児童委員協議会
• のべおか男女共同参画会議21
• 一般社団法人延岡市医師会
• 一般社団法人延岡市歯科医師会
• 一般社団法人延岡市西臼杵薬剤師会
• 一般社団法人延岡観光協会
• 延岡農業協同組合
• 延岡市水産振興委員会

• 延岡市ＰＴＡ連絡協議会
• 延岡鉄工団地協同組合
• クレアセブン会
• 協同組合延岡卸商業センター
• 一般社団法人宮崎県工業会
• 延岡市商店会連合会
• 株式会社まちづくり延岡
• 一般社団法人宮崎県バス協会
• 延岡市健康長寿推進市民会議
• 延岡市障がい者自立支援協議会
• 延岡市介護支援専門員連絡会

■延岡市DX推進本部
・本部長 読谷山市長 ・ワーキンググループ 関係課職員
・副本部長 山本副市長、中間副市長 ・庶務 DX政策推進室
・本部員 企画部長、総務部長、市民環境部長、健康福祉部長

商工観光部長、教育部長
市議会 市民

• 国への応募に係る事項
• 総会に諮る事項の調整
• その他重要事項

• 運営委員会で決めた内容の
協議・意見

■データ連携基盤整備事業
•西日本電信電話株式会社
• アクセンチュア株式会社
•株式会社エルテス
•株式会社クラスジャパン学園
•株式会社ケーブルメディアワイワイ
•東京大学大学院情報理工学系研究科
附属 ソーシャルICT研究センター

•日本電気株式会社 宮崎支店
• PwC コンサルティング合同会社

■先端的サービスを提供する事業
• あいおいニッセイ同和損害保険株式会社
• 株式会社アイ・ディー・エー
• 空き家活用株式会社
• 旭化成ネットワークス株式会社
• 旭化成株式会社 延岡支社
• 株式会社アドインテ
• 株式会社エルテス
• 大阪大学人間科学研究科
• 株式会社オーシャンブルースマート
• 隂山ラボ
• キャスレーコンサルティング株式会社
• 株式会社教育情報サービス
• 行政システム九州株式会社

• 株式会社クラスジャパン学園
• 慶應義塾大学 SFC 研究所
• KDDI 株式会社
• KPMG コンサルティング株式会社
• 株式会社ケーブルメディアワイワイ
• 国立循環器病研究センター
• 学校法人三幸学園
• シークリーホールディングス株式会社
• 第一勧業信用組合
• ダブルフロンティア株式会社
• ためま株式会社
• 株式会社 DK-Power
• 株式会社テレビ宮崎
• 東京学芸大学

• 東京大学ソーシャル ICT 研究センター
• 西日本電信電話株式会社
• 日本電気株式会社 宮崎支店
• 株式会社ネクイノ
• VANDDD 株式会社
• フェリカポケットマーケティング株式会社
• 富士ゼロックスシステムサービス株式会社
• 富士フィルムイメージングシステムズ株式会社
• 株式会社 PREVENT
• 宮崎大学医学部看護学科
• 宮崎大学教育学部
• （米国）Memorial Sloan Kettering Cancer Center

• 株式会社リーバー
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国内最先端の技術を有する大学・研究機関・企業による協力・支援

15
延岡市HP、国立循環器病研究センターHPより

東京大学大学院情報工学系研究科附属
ソーシャルICT研究センター

相互の連携･協定に関する協定

国立循環器病研究センター
自治体保有情報を用いた健康増進政策に資

するデータベースの構築の研究

• 行政が有するデータを用いて健康増進政
策等の為のデータベースを構築

東京学芸大学

教育･子育てに関する包括協定を締結

• 相互の教育・子育てに関する取り組みを
推進するための包括協力に関する協定を
締結

循環器を専門とする
日本最先端の医療機関
医学研究機関

旭化成株式会社 延岡支社
健康長寿のまちづくりに関する連携

協定を締結

• 高齢者等の健康を保つため、要
介護状態の原因となっている折、
その原因となる骨粗しょう症の対
策を推進

旭化成株式会社 旭化成ネットワークス ケーブルメディアワイワイ
ローカル5G等を活用した地域課題解決に関する取り組みを推進する

ための連携協定の締結

• 市街地北部・南部におけるまちなか循環
バスを対象に調査研究を実施し、交通路
線の最適化を実現

• ローカル5G等を活用した実証を通
じ、様々な地域課題の解決や市民
生活の向上、ポストコロナを見据え
た市の発展を目標


